【電気機械器具製造業】
職種：生産技術　　職務：生産技術

【概要】

　設計部門が設計した製品を安定的かつ効率的に生産するため、生産ライン及び製造設備の企画・開発及び設備の改善・保全を行う仕事。「製造技術」と呼ばれる職務を含む。

【仕事の内容】

　生産技術の仕事は、製品の設計が完了もしくはある程度進んだ段階で、その製品を量産化するために必要な生産システムや生産設備、加工法等を開発・設計するとともに、設備を改良しながら最適な条件で安定稼動させる仕事である。また、多くの場合、生産設備の改善・保全の仕事も生産技術者の仕事である。

　生産技術者の仕事は大別すると、生産システム・生産工程の設計、加工法・加工手順の開発設計、生産設備の設計・改良・保全、金型・治工具の設計、時間研究・作業改善、外注指導などに分類できる。企業規模や業態によって、個々の生産技術者が上記のうち一つもしくは複数の仕事を担当しながら業務を遂行している。

　生産技術は設計の後工程に位置づけられる機能である。ただし、近年、リードタイムの短縮と品質の向上を同時に実現することが競争優位の確保上極めて重要になってきており、「コンカレント・エンジニアリング（Concurrent Engineering）」と呼ばれる、設計、生産などの各機能を並行させて開発を進める手法を導入する企業も増加している。

【求められる知識・経験】

（1） 生産技術の仕事を行うための学歴要件や必要最低経験年数はない。ただし、多くの場合、大学もしくは大学院または高等工業専門学校等において、機械工学や電気工学、経営工学などの基礎を十分に身につけていることが前提となる。また、経験者採用の場合には、生産技術に関する一定の実務経験や実績が要求される。

（2） コンカレント・エンジニアリングに象徴されるように、生産準備を効果的に行うためには、製品設計や製造現場との緊密な連携が極めて重要になる。このため、生産技術者には、関係する各工程の担当者とコミュニケーションを図り、連携して効率的に作業を進める能力が求められる。

（3） また、生産技術者の仕事は製造現場の作業内容や作業標準を定めることになるため、製造現場の安全衛生に対する配慮が不可欠である。また、効率的な生産システム実現のため、コスト管理や作業改善など生産管理や業務改善手法に関する知識も求められる。

【関連する資格・検定等】

· 技能検定（機械保全 特級～３級）：機械保全（機械系保全作業、電気系保全作業、

                                   設備診断作業、機械保全作業）

· 電気主任技術者（１種・２種）

· IE士・IE士補

· 技術士（機械部門、電気・電子部門、経営工学部門）　など

【労働省職業分類（小分類）との対応】

　０３１　機械技術者　　０３４　電気技術者　　０３５　電気通信技術者

　０７１　その他技術者
